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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年３月期 4,557 9.2 △1,237 － △45 － 347 －

2021年３月期 4,173 △48.1 △1,960 － △1,927 － △2,368 －

（注）包括利益 2022年３月期 320百万円（－％） 2021年３月期 △2,333百万円 （－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年３月期 56.87 － 10.2 △0.7 △27.2

2021年３月期 △387.70 － △53.3 △29.8 △47.0

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 6,865 3,595 51.7 581.04

2021年３月期 6,057 3,275 53.4 529.22

（参考）自己資本 2022年３月期 3,549百万円 2021年３月期 3,232百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年３月期 410 586 381 3,120

2021年３月期 △1,732 △187 1,625 1,742

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2022年３月期 － 0.00 － 3.00 3.00 18 5.3 0.5

2023年３月期（予
想）

－ 0.00 － 3.00 3.00 7.6

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 3,373 63.2 △64 － 114 － 101 － 16.60

通期 7,131 56.5 74 － 264 － 241 △30.5 39.54

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無

③  会計上の見積りの変更                ： 無

④  修正再表示                          ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 6,252,004株 2021年３月期 6,252,004株

②  期末自己株式数 2022年３月期 143,526株 2021年３月期 143,526株

③  期中平均株式数 2022年３月期 6,108,478株 2021年３月期 6,108,478株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 4,506 9.5 △1,236 － △55 － 343 －

2021年３月期 4,117 △47.8 △1,951 － △1,918 － △2,364 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 56.29 －

2021年３月期 △387.06 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 6,780 3,516 51.8 575.03

2021年３月期 5,982 3,203 53.5 523.79

（参考）自己資本 2022年３月期 3,512百万円 2021年３月期 3,199百万円

※  注記事項

新規  -社  （社名）-、除外  -社  （社名）-

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要

１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨の物ではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想につきましては、現時点では適正かつ合理的に数値で示

すことが困難な状況であるため記載しておりません。今後の見通しにつきましては、添付資料2ページ「1.経営成績

等の概況(1)当期の経営成績の概況②今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

①当期の経営成績

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う各種感染拡大防止措置が断続

的に繰り返されたことにより、長期にわたり経済活動が抑制されましたが、その後のワクチン接種の普及等により状

況の改善は見られたものの、新たな変異株の発生やウクライナ情勢に起因する地政学リスクの高まり等により、依然

として先行きが不透明な状況で推移いたしました。

このような状況の中、当社グループは、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、お客様や従業員の安心安全を考慮

し、衛生管理の徹底とソーシャルディスタンスの推進等の感染防止への取り組みを引き続き実施し、人員配置の効率

化等、各種経費削減にも努めてまいりました。

また、当社グループが持続的成長と企業価値向上を実現するために、中食・内食への対応、及び当社グループが長

年提供してまいりましたコーヒーとの親和性が高い「パン」の製造及び販売を開始するにあたり、2021年９月BAKERY 

HINATA大宮大成町店、12月BAKERY HINATA相武台店を新規オープンいたしました。

さらに、景気変動等の業績に大きな影響を及ぼすリスクの軽減化、収益の増大化による財務基盤の安定化を図るた

めの事業の多角化の一環として、株式会社シャトレーゼとの間で「シャトレーゼ」のフランチャイズ契約を締結いた

しました。

今後も、さらにお客様に求められる価値観を提供し続けることが出来るよう、より高品質の商品やホスピタリティ

あふれるサービスの提供に努めてまいります。

店舗数につきましては、2021年６月ミヤマ珈琲大宮大成町店、９月銀座２丁目店、11月新宿アルタ横店を閉店いた

しましたので101店舗となりました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は4,557百万円(前年同期比383百万円増)、営業損失は1,237百万円(前年同期

は営業損失1,960百万円)、経常損失は45百万円(前年同期は経常損失1,927百万円)、親会社株主に帰属する当期純利

益は347百万円(前年同期は親会社株主に帰属する当期純損失2,368百万円)となりました。

②今後の見通し

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の影響は薄れるものの、ウクライナ情勢に起因する生産

活動の停滞等に伴う物価高による消費の停滞等、経済活動の回復に時間を要するものと思われます。

次期業績予想につきましては、売上高7,131百万円、営業利益74百万円、経常利益264百万円、親会社株主に帰属す

る当期純利益241百万円を見込んでおります。
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2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期

自己資本比率(％) 82.7 84.7 82.3 53.4 51.7

時価ベースの自己資本比率(％) 90.8 91.5 73.8 82.6 72.3

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(年) 0.1 0.2 0.2 － 6.1

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) 1,047.1 1,039.1 974.7 － 22.9

(2）当期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末の資産は、6,865百万円となり前連結会計年度末に比べ808百万円増加となりました。これは主

に、敷金及び保証金が96百万円、繰延税金資産が28百万円減少したものの、現金及び預金が1,378百万円増加したこ

とによるものであります。

負債は3,269百万円となり前連結会計年度末に比べ488百万円増加となりました。これは主に、長期借入金が500百

万円増加したことによるものであります。

また、純資産は3,595百万円となり前連結会計年度末に比べ320百万円増加となりました。これは主に、利益剰余金

が347百万円増加したことによるものであります。

以上の結果、自己資本比率は51.7％(前連結会計年度末は53.4％)となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、3,120百万円となり前連結会計年度

末に比べ1,378百万円増加いたしました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは410百万円の収入（前年同期は1,732百万円の支出）となりました。これは主

に、助成金収入が1,096百万円あったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは586百万円の収入（前年同期は187百万円の支出）となりました。これは主に、

有形固定資産の売却による収入が582百万円あったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは381百万円の収入（前年同期は1,625百万円の収入）となりました。これは主

に、長期借入金による収入が500百万円あったことによるものであります。

（キャッシュ・フロー関連指標の推移）

(注)1.各指標の計算式は以下のとおりであります。

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

2.各指標はいずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

3.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数(自己株式控除後)により計算しております。

4.営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・フロー」を使用

しております。

5.有利子負債は、連結貸借対照表上に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象として

おり、また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の「利息の支払額」を使用しております。

6.2021年３月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは、営業活動に

よるキャッシュ・フローがマイナスであるため記載しておりません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、国内株主、取引先等であり、海外での活動がないことから、当面は日本基準

で連結財務諸表を作成する方針であります。

なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移及び国内の同業他社の国際会計基準の適用動向を踏まえ、国際

会計基準の適用について検討をすすめていく方針であります。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,742,802 3,120,807

売掛金 87,557 111,867

商品 20,908 21,340

その他 334,887 173,417

流動資産合計 2,186,156 3,427,432

固定資産

有形固定資産

建物 3,234,405 3,184,723

減価償却累計額 △2,374,707 △2,363,492

建物（純額） 859,697 821,231

工具、器具及び備品 323,816 339,915

減価償却累計額 △297,640 △296,407

工具、器具及び備品（純額） 26,175 43,507

土地 518,173 516,039

リース資産 238,800 279,987

減価償却累計額 △4,931 △59,378

リース資産（純額） 233,868 220,608

その他 3,147 3,147

減価償却累計額 △2,685 △3,147

その他（純額） 462 0

有形固定資産合計 1,638,377 1,601,387

無形固定資産

ソフトウエア 6,401 9,736

無形固定資産合計 6,401 9,736

投資その他の資産

投資有価証券 365,391 94,066

長期貸付金 60,063 55,660

敷金及び保証金 1,549,197 1,452,992

長期預金 100,000 100,000

繰延税金資産 64,602 36,258

その他 87,328 88,238

投資その他の資産合計 2,226,583 1,827,215

固定資産合計 3,871,362 3,438,340

資産合計 6,057,519 6,865,773

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 58,936 69,721

短期借入金 1,800,000 1,740,000

リース債務 52,536 61,424

未払法人税等 12,070 25,515

賞与引当金 29,860 54,990

株主優待引当金 22,802 21,251

その他 295,942 305,524

流動負債合計 2,272,148 2,278,427

固定負債

長期借入金 － 500,000

リース債務 204,719 183,692

役員退職慰労引当金 112,402 128,797

退職給付に係る負債 161,171 161,549

その他 31,321 17,513

固定負債合計 509,614 991,552

負債合計 2,781,762 3,269,980

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 1,735,459 1,735,459

利益剰余金 1,485,020 1,832,429

自己株式 △111,095 △111,095

株主資本合計 3,209,384 3,556,793

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 23,365 △7,547

その他の包括利益累計額合計 23,365 △7,547

新株予約権 3,840 3,840

非支配株主持分 39,166 42,707

純資産合計 3,275,756 3,595,792

負債純資産合計 6,057,519 6,865,773

- 5 -

株式会社銀座ルノアール　(9853)　2022年3月期　決算短信



(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 4,173,408 4,557,374

売上原価 512,815 612,452

売上総利益 3,660,593 3,944,922

販売費及び一般管理費

給料及び手当 2,101,901 1,921,143

賃借料 1,919,600 1,769,604

その他 1,599,770 1,491,981

販売費及び一般管理費合計 5,621,272 5,182,729

営業損失（△） △1,960,678 △1,237,807

営業外収益

受取利息 4,669 3,191

受取配当金 2,741 1,287

受取家賃 28,692 33,138

受取保険料 3,054 399

投資有価証券売却益 － 35,315

助成金収入 29,209 1,096,653

協賛金収入 10,350 25,200

その他 14,006 20,402

営業外収益合計 92,722 1,215,587

営業外費用

支払利息 6,175 15,125

撤去費用 2,844 1,075

不動産賃貸費用 3,924 4,434

保険解約損 25,368 1,031

店舗閉鎖損失 18,041 －

その他 3,454 1,537

営業外費用合計 59,809 23,203

経常損失（△） △1,927,765 △45,423

特別利益

固定資産売却益 － 579,220

受取補償金 118,250 20,000

特別利益合計 118,250 599,220

特別損失

固定資産廃棄損 5,893 1,083

減損損失 491,737 142,164

特別損失合計 497,631 143,248

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△）
△2,307,146 410,547

法人税、住民税及び事業税 23,271 25,515

法人税等還付税額 △113,186 －

法人税等調整額 151,528 34,082

法人税等合計 61,613 59,597

当期純利益又は当期純損失（△） △2,368,759 350,950

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に

帰属する当期純損失（△）
△513 3,541

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△）
△2,368,245 347,408

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △2,368,759 350,950

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 35,421 △30,913

その他の包括利益合計 35,421 △30,913

包括利益 △2,333,338 320,036

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △2,332,824 316,495

非支配株主に係る包括利益 △513 3,541

（連結包括利益計算書）

- 7 -

株式会社銀座ルノアール　(9853)　2022年3月期　決算短信



(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 771,682 1,063,777 3,938,784 △111,095 5,663,148

当期変動額

減資 △671,682 671,682

剰余金の配当 △85,518 △85,518

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

△2,368,245 △2,368,245

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 △671,682 671,682 △2,453,764 - △2,453,764

当期末残高 100,000 1,735,459 1,485,020 △111,095 3,209,384

その他の包括利益累
計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

当期首残高 △12,055 3,840 43,279 5,698,212

当期変動額

減資

剰余金の配当 △85,518

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

△2,368,245

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

35,421 - △4,113 31,307

当期変動額合計 35,421 - △4,113 △2,422,456

当期末残高 23,365 3,840 39,166 3,275,756

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自2020年４月１日　至2021年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 1,735,459 1,485,020 △111,095 3,209,384

当期変動額

剰余金の配当 － － － － －

親会社株主に帰属する当期
純利益

－ － 347,408 － 347,408

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

－ － － － －

当期変動額合計 － － 347,408 － 347,408

当期末残高 100,000 1,735,459 1,832,429 △111,095 3,556,793

その他の包括利益累
計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

当期首残高 23,365 3,840 39,166 3,275,756

当期変動額

剰余金の配当 － － － －

親会社株主に帰属する当期
純利益

－ － － 347,408

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△30,913 － 3,541 △27,371

当期変動額合計 △30,913 － 3,541 320,036

当期末残高 △7,547 3,840 42,707 3,595,792

当連結会計年度（自2021年４月１日　至2022年３月31日）
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△）
△2,307,146 410,547

減価償却費 154,378 172,748

減損損失 491,737 142,164

長期前払費用償却額 31,441 20,984

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,770 16,395

賞与引当金の増減額（△は減少） △53,140 25,130

株主優待引当金の増減額(△は減少) 2,688 △1,550

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △173 378

受取利息及び受取配当金 △7,410 △4,478

支払利息 6,175 15,125

投資有価証券売却損益（△は益） － △35,315

固定資産売却損益（△は益） － △579,220

固定資産廃棄損 5,893 1,083

受取補償金 △118,250 △20,000

助成金収入 △29,209 △1,096,653

売上債権の増減額（△は増加） 12,353 △24,309

棚卸資産の増減額（△は増加） 953 △431

仕入債務の増減額（△は減少） △11,940 10,784

未払消費税等の増減額（△は減少） △49,416 94,822

その他の流動資産の増減額（△は増加） △27,833 49,658

その他の流動負債の増減額（△は減少） △106,414 14,921

その他 142,506 △9,024

小計 △1,853,035 △796,239

利息及び配当金の受取額 9,485 5,080

利息の支払額 △7,109 △17,913

補償金の受取額 192,128 20,000

助成金の受取額 29,209 1,096,653

法人税等の支払額 △102,731 △12,848

法人税等の還付額 － 115,374

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,732,052 410,106

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 267,974

長期貸付金の回収による収入 5,350 5,350

有形固定資産の取得による支出 △321,253 △328,829

有形固定資産の売却による収入 － 582,943

敷金及び保証金の差入による支出 △68,055 △22,800

敷金及び保証金の回収による収入 221,259 106,253

その他 △25,150 △24,374

投資活動によるキャッシュ・フロー △187,850 586,516

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,720,000 －

短期借入金の返済による支出 － △60,000

長期借入れによる収入 － 500,000

リース債務の返済による支出 △5,424 △58,467

配当金の支払額 △85,491 △150

非支配株主への配当金の支払額 △3,600 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,625,484 381,381

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △294,418 1,378,004

現金及び現金同等物の期首残高 2,037,221 1,742,802

現金及び現金同等物の期末残高 1,742,802 3,120,807

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい 

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、顧客への販売におけるクーポン利用について、従来は総額を収益として認識し、値引き額を販売 

費及び一般管理費として計上しておりましたが、純額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って 

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当連結会計年度の売上高、販売費及び一般管理費がそれぞれ26,477千円減少しておりますが、営業

損失、経常損失及び税金等調整前当期純利益に与える影響はありません。

また、利益剰余金の当期首残高に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下、「時価算定会計基準」とい 

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」 

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、喫茶等事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり純資産額 529円22銭

１株当たり当期純損失金額 △387円70銭

潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額
－

　

１株当たり純資産額 581円04銭

１株当たり当期純利益金額 56円87銭

潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額
－

　

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
至　2022年３月31日)

1株当たり当期純利益金額又は1株当たり当期

純損失金額

親会社株主に帰属する当期純利益金額又は親

会社株主に帰属する当期純損失金額(△)（千

円）

△2,368,245 347,408

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益金額又は普通株式に係る親会社株主に帰

属する当期純損失金額(△)（千円）

△2,368,245 347,408

期中平均株式数（株） 6,108,478 6,108,478

潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（千

円）
－ －

普通株式増加数(株) － －

(うち新株予約権) （－） （－）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

1株当たり当期純利益の算定に含めなかった

潜在株式の概要
──────── ────────

（１株当たり情報）

（注）１．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式

が存在しないため記載しておりません。なお、前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につ

いては、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失のため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額及び潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額の

算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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